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平成３０年度 医療安全対策及び感染防止対策地域連携加算に係る医療機関相互チェックが平成３０年

９月２１日（金）に当院で行われました。本相互チェックは医療事故・院内感染の防止を図るため、第三者

的視点から検証を行い、地域の病院間における情報の共有を図り、他病院の創意工夫を学ぶことを目的とし

て実施されています。感染防止対策に関しては富山大学附属病院より４名が訪問され、書類審査や院内ラウ

ンドを行いました。採血室では実際の手技を見て頂くなど、詳細なチェックを行って頂きました。医療安全

対策に関しては富山赤十字病院より６名が訪問され、書類審査や院内各部署の訪問が行われました。医療安

全対策に関しての地域連携に係る相互チェックは今年度初めて開始され、死亡事例のチェック体制や医療事

故の対応等について指導を行なって頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染防止対策に係る相互チェック風景                 医療安全対策の病棟ラウンド風景 

 

 

 

 

 

現在のリハビリテーション部の職員数は 60名です。内訳は、理学療法士 30名、作業療法士 20名、言

語聴覚士 3名、介護福祉士 2名、介護職員 4名、受付 1名です。急性期部門・外来部門・短時間通所部門

に 24名、回復期リハビリテーション病棟部門に 21名、介護保険部門に 14名、受付に 1名が配属され日々

の診療を行っております。 

リハビリテーション部の医療安全に関する取り組みは、発生した全てのインシデントレポートを医療安全

管理者に報告するだけでなく、医療安全小委員会委員と各部門の責任者が月に 1度集まり、全ての案件の発

生原因を本人からの聞き取りや、状況調査から再検討し、今後の改善案をリハビリテーション部全員の共通

認識課題としています。 

尚、本年の医療安全目標である「訓練中の皮膚損傷トラブルの発生件数を減らす」対策としては、患者さ

んに靴下や靴の準備を関係部署に啓蒙活動しています。 

今後の課題としては、1人 1人が更に医療安全に対する問題意識を持ち、ゼロレベルの報告を増やすこ

とで、安心と安全を保障する医療に邁進する所存です。   （医療安全小委員 守 雅之） 
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医療安全対策及び感染防止対策地域連携加算に係る相互ラウンド 

  

金沢医科大学氷見市民病院 

医療安全小委員会 
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部門紹介（リハビリテーション部） 

イベントのご案内 
＊『医療安全に関する標語』募集 
募集期間：11月 22 日（木）～12 月 3 日（月）まで 

１階エントランスホールに応募箱設置 

＊医療安全パンフレット配布（外来受診患者さん対象） 
 配布期間：11 月 26 日（月）～11 月 28日（水）まで 
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処方箋上に表記されている情報について紹介しま

す。患者さんの病態と照らし合わせて業務に活用し

て下さい。 

 

「ヒ」：絶対ヒートの薬剤です。一包化してないので

セット時にはセット抜けしないように注意

が必要です。 

「歴」：休薬期間が必要な薬剤です。薬剤部では薬歴

管理をしています。 

「脈」：抗不整脈薬です。 

「凝」：抗凝固薬（血液サラサラ）です。出血傾向に

注意が必要であったり、観血的医療行為の前

には休薬が必要なものもあります。 

「ハ」：ハイリスク薬です。ハイリスク薬は病院独自

に設定した薬剤です。 

「糖」：糖尿病薬です。低血糖発現のリスクもありま

す。 

「齢」：高齢者への投与は慎重にすべき薬剤です。 

（車）：車の運転などは控えて欲しい薬剤です。入院

中はふらつきなどの注意が必要です。 

 

 

 
 

 

 

「腎機能低下時投与量チェック」：添付文書上、

腎機能に応じた投与量設定が記載されてい

る薬剤です。 

「新」：前回の処方にはなかった薬剤についています。

（do処方であっても間に内容の異なる処方が

入ったりすると表記されます）  

     （医療安全小委員 加藤 貴子） 

 

 

 

 

 

 

 

「医療安全推進週間」は、患者さんの安全を守るため、全ての医療関係者が協働して医療安全を図り 

国民の皆様の理解や認識を深めていただくことを目的に厚生労働省が平成 13年から設け、当院も毎 

年参画しています。当院は、基本方針に基づいて皆様に安全で質の高い医療の提供に取り組んでいます。 

患者の皆様も安全のため氏名確認などにご協力いただきますようお願い致します。 

平成 30年 11月 25日（日）～12月 1日（土） 

医 療 安 全 推 進 週 間 

処方箋について         薬剤部 

図１．処方箋表記の具体例 

 


